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研究分野：古霊長類学 
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１．研究計画の概要 
 アジアを中心とした東ユーラシア地域の
霊長類の進化史と分布域の変遷を、全地球規
模のグローバルな気候変動と植生変化の背
景を基にして検討している。具体的には、東
ユーラシアの化石霊長類の産出地点の地理
的情報、古生物学的な相対的年代、地質学的
な絶対年代などのデータを組み合わせるこ
とにより、霊長類の拡散時期と経路を決定す
る。また草食性哺乳類の化石歯や骨から抽出
した炭素・酸素・窒素などの安定同位体の分
析により、当時の古環境と古食性を復元する。
このような多面的な情報を組み合わせるこ
とにより、どのような古環境の変遷を背景に
霊長類の分布域が変化していったのかを、複
合的な観点から検討する。 
 

２．研究の進捗状況 
（１）ミャンマー中央部のイラワジ川流域に
分布するイラワジ層（後期中新世〜後期更新
世）において霊長類化石の発見を主目的とし
た発掘調査を行い複数種のコロブス類化石
を発見した。またヤンゴンの国立博物館の保
管標本の中から、大型オナガザル類化石を再
発見した。現在、これらの化石の記載作業を
行っている。またミャンマー中央部の霊長類
化石の見つかっている地点から出土した哺
乳類化石の同定・記載作業を進め、既にいく
つかの動物種に関しては記載論文が発表し
た。またこれらの動物化石の歯のエナメル質
から抽出した安定同位体の分析を行い、古食
性と古環境復元を行った。 
（２）中国南部の広西壮族自治区崇佐で鮮新
世末〜中期更新世の洞窟堆積物の発掘調査
を行った。これまでにマカクの全身骨格を含
む複数種の霊長類化石を発見した。発掘調査

の中心である中国科学院古脊椎動物・古人類
研究所の金昌柱教授らと協力して、記載作業
を進めている。 
（３）ユーラシア大陸各地から見つかってい
る旧世界ザル類の頭骨の外部形態と内部構
造を計測し、その解析を進めている。外部形
態に関しては、3 次元デジタイザーを用いて
データを取得し、幾何学的形態解析により、
系統関係の解析をおこなっている。また内部
構造は、ＣＴ機器を用いて撮像し、現生種と
比較することにより系統解析を行っている。
特にタジキスタンの Paradolichopithecus、
神奈川県の Kanagawapithecus、フランスの
Dolichopithecus の頭骨内部構造の比較検討
を行い、その成果を国際学術誌に発表した。
また複数の論文を投稿中である。またロシア
のバイカル湖南東のウドゥンガ地域の中期
〜後期鮮新世のコロブス類化石の報告と陸
棲哺乳類化石相の解析を行い、英文報告書を
出版した。 
 

３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
理由：ミャンマーの調査は 2010 年度の発掘
調査ができなかった以外は順調に進んでお
り、すでに複数の霊長類化石を発見している。
共産している動物化石相の記載も進んでお
り、複数の論文が既発表または投稿中である。
同位体分析による古環境解析と年代推定も
論部下されている。中国での調査も順調で、
マカク全身骨格化石の予備的記載論文が出
版されている。頭骨の内部・外部形態の解析
による系統推定作業も順調に進んでおり、多
数の化石と現生標本のデータが取得済であ
る。また複数の成果論文が発表されている。 
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４．今後の研究の推進方策 
（１）ミャンマーでの 2010 年度の発掘調査
が、現地の政治情勢（総選挙）の影響で延期
されている。2011 年は許可が取得できそうな
ので、早急に現地に赴いて発掘調査と既に発
見していた化石標本の整理・記載を行う。中
国の調査は順調に進んでいる。 
（２）現生および化石頭骨の計測データが蓄
積しているので、これらを早急に解析して、
系統関係の解析を行いたい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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